
(57)【要約】

【課題】電子スコープの操作スイッチ部を軽量化するこ

とで、電子スコープの軽量化を図りつつも、安価でかつ

操作性の良い操作スイッチ部を備える。

【解決手段】電子内視鏡装置を操作するための操作部を

備えた電子スコープと、電子スコープと電気的に接続さ

れるプロセッサとを備えた電子内視鏡装置において、操

作部は所定の位置に設けられた複数のシート状スイッチ

部を有し、複数のスイッチ部の各々に、電子内視鏡装置

を操作するための機能が設定されている。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
電 子 内 視 鏡 装 置 を 操 作 す る た め の 操 作 部 を 備 え た 電 子 ス コ ー プ と 、
前 記 電 子 ス コ ー プ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る プ ロ セ ッ サ と 、 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て
、
前 記 操 作 部 は 所 定 の 位 置 に 設 け ら れ た 複 数 の シ ー ト 状 ス イ ッ チ 部 を 有 し 、 前 記 複 数 の ス イ
ッ チ 部 の 各 々 に 、 前 記 電 子 内 視 鏡 装 置 を 操 作 す る た め の 機 能 が 設 定 さ れ て い る こ と 、 を 特
徴 と す る 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 複 数 の シ ー ト 状 ス イ ッ チ 部 の 各 々 に 対 応 し て 点 灯 手 段 が 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の シ ー ト
状 ス イ ッ チ 部 の 各 々 が 操 作 さ れ る と 操 作 さ れ た ス イ ッ チ 部 に 対 応 し た 前 記 点 灯 手 段 が 点 灯
す る よ う 構 成 さ れ て い る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
電 子 内 視 鏡 装 置 を 操 作 す る た め の 操 作 部 を 備 え た 電 子 ス コ ー プ と 、
前 記 電 子 ス コ ー プ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る プ ロ セ ッ サ と 、 を 備 え た 電 子 内 視 鏡 装 置 に お い て
、
前 記 操 作 部 は 所 定 の 位 置 に ス イ ッ チ 領 域 を 有 し 、 前 記 ス イ ッ チ 領 域 内 に お い て 、 任 意 の 数
の ス イ ッ チ 部 を 任 意 の 位 置 に 設 定 す る こ と が 可 能 で あ り 、 前 記 任 意 の 数 の ス イ ッ チ 部 に 、
前 記 電 子 内 視 鏡 装 置 を 操 作 す る た め の 機 能 が 設 定 さ れ て い る こ と 、 を 特 徴 と す る 電 子 内 視
鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ス イ ッ チ 部 の 各 々 に 対 し 、 複 数 の 操 作 機 能 の 任 意 の も の を 割 り 当 て る こ と が 可 能 で あ
る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
同 一 の 操 作 機 能 を 、 異 な る ス イ ッ チ 部 に 割 り 当 て る 事 が 可 能 で あ る こ と 、 を 特 徴 と す る 請
求 項 ４ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
異 な る 機 能 が 割 り 当 て ら れ た 少 な く と も ２ つ の ス イ ッ チ 部 が 操 作 さ れ た 場 合 に は 、 前 記 異
な る 機 能 の い ず れ も 実 行 さ れ な い こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 複 数 の 操 作 機 能 は 、 電 子 内 視 鏡 の 操 作 を ロ ッ ク す る 機 能 を 有 す る こ と 、 を 特 徴 と す る
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 体 腔 内 等 の 管 腔 内 を 観 察 す る た め 等 に 使 用 さ れ る 電 子 内 視 鏡 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 的 に 、 体 腔 内 を 観 察 す る た め の 医 療 用 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 光 源 部 や 画 像 処 理 部 等 を 備
え る プ ロ セ ッ サ と 、 体 腔 内 を 照 明 す る こ と に よ り 撮 像 を 行 う 撮 像 素 子 を 可 撓 性 管 の 先 端 に
有 す る 電 子 ス コ ー プ と か ら 構 成 さ れ る 。 電 子 ス コ ー プ は 、 プ ロ セ ッ サ と の 接 続 部 と 、 被 検
者 の 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 と 、 被 検 者 の 体 腔 内 を 対 物 レ ン ズ を 介 し て 撮 像 す る 先 端 部 と
、 術 者 が 把 持 し て 所 定 の 操 作 を 行 う 操 作 部 と か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 般 に 上 記 の よ う な 構 成 の 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 プ ロ セ ッ サ の フ ロ ン ト パ ネ ル に 配 設 さ れ た
ス イ ッ チ を 操 作 す る 事 に よ り 、 様 々 な 機 能 を 実 行 さ せ る 事 が で き る 。 ま た 近 年 の 電 子 ス コ
ー プ に は 、 そ の 操 作 部 に 所 定 の 機 能 に 対 応 し た 複 数 の 操 作 ス イ ッ チ 部 が 配 設 さ れ て い て 、
プ ロ セ ッ サ に 設 け ら れ た ス イ ッ チ を 操 作 す る こ と な く 、 操 作 部 の 操 作 ス イ ッ チ 部 の み の 操
作 で 、 該 機 能 を 実 行 さ せ る こ と が 可 能 に な っ て い る 。 更 に は 、 各 操 作 ス イ ッ チ 部 に 、 術 者
が 自 ら 使 用 頻 度 の 高 い 機 能 を 任 意 に 選 択 し て 割 り 当 て る こ と も 可 能 で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
図 １ は 、 従 来 使 用 さ れ て い る 電 子 ス コ ー プ １ ０ ０ ｚ ａ の 構 成 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 １
（ Ａ ） に 示 す よ う に 電 子 ス コ ー プ １ ０ ０ ｚ ａ は 、 プ ロ セ ッ サ と の 接 続 部 ２ ０ と 、 術 者 が 把
持 し て 所 定 の 操 作 を 行 う 操 作 部 ３ ０ と 、 被 検 者 の 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 ４ ０ と 、 被 検
者 の 体 腔 内 を 対 物 レ ン ズ を 介 し て 撮 像 す る 先 端 部 ５ ０ と か ら 概 略 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
操 作 部 ３ ０ ｚ は 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 電 子 内 視 鏡 装 置 を 操 作 可 能 と す る 操 作 手 段 ３ １
ｚ と 、 左 右 用 ア ン グ ル ノ ブ ３ ５ と 、 上 下 用 ア ン グ ル ノ ブ ３ ６ と か ら 概 略 構 成 さ れ る 。 操 作
手 段 ３ １ ｚ は 、 複 数 の 操 作 手 段 で あ る 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｚ ａ ～ ３ ２ ｚ ｃ を 有 す る 。 操 作
ス イ ッ チ 部 は メ カ ニ カ ル ス イ ッ チ で 構 成 さ れ て い る 。 操 作 手 段 ３ １ ｚ の 操 作 に よ り 、 送 気
送 水 、 吸 引 、 処 置 具 に よ る 治 療 等 の 操 作 が 可 能 と な っ て い る 。 挿 入 部 ４ ０ は 可 撓 性 を 有 す
る 管 で あ り 、 左 右 用 ア ン グ ル ノ ブ ３ ５ 、 上 下 用 ア ン グ ル ノ ブ ３ ６ を 回 す こ と に よ り 、 挿 入
部 ４ ０ は 湾 曲 し 、 先 端 部 ５ ０ の 方 向 が 変 わ る 。 そ の た め 、 術 者 は 各 ア ン グ ル ノ ブ を 回 す こ
と に よ り 必 要 な 画 像 情 報 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
図 ２ は 、 メ カ ニ カ ル ス イ ッ チ で 構 成 さ れ た 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｚ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｚ は 、 キ ー ト ッ プ ３ ３ ｚ ａ と 、 ス プ リ ン グ ３ ３ ｚ ｂ と 、 弾 性 接 片 ３ ３
ｚ ｃ と 、 固 定 接 片 ３ ３ ｚ ｄ と か ら 構 成 さ れ る 。 ス プ リ ン グ ３ ３ ｚ ｂ は 、 図 示 し な い 外 枠 に
よ り キ ー ト ッ プ ３ ３ ｚ ａ と 圧 接 さ れ て い る 。 弾 性 接 片 ３ ３ ｚ ｃ と 固 定 接 片 ３ ３ ｚ ｄ は 、 ベ
ー ス 基 板 ３ ３ ｚ ｅ よ り 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
術 者 に よ り キ ー ト ッ プ ３ ３ ｚ ａ が 押 圧 さ れ る と 、 ス プ リ ン グ ３ ３ ｚ ｂ が 押 縮 さ れ る 。 さ ら
に 、 弾 性 接 片 ３ ３ ｚ ｃ は キ ー ト ッ プ ３ ３ ｚ ａ に 押 圧 さ れ 、 弾 性 変 形 さ れ る 。 弾 性 接 片 ３ ３
ｚ ｃ が 弾 性 変 形 さ れ る と 、 弾 性 接 片 ３ ３ ｚ ｃ は 固 定 接 片 ３ ３ ｚ ｄ と 接 触 す る た め 、 操 作 ス
イ ッ チ 部 ３ ２ ｚ は 導 通 状 態 （ オ ン の 状 態 ） に な る 。 術 者 が キ ー ト ッ プ ３ ３ ｚ ａ の 押 圧 を 止
め る と 、 キ ー ト ッ プ ３ ３ ｚ ａ は ス プ リ ン グ ３ ３ ｚ ｂ の 弾 性 力 に よ り 押 圧 さ れ る 前 の 状 態 に
戻 る 。 ま た 、 弾 性 接 片 ３ ３ ｚ ｃ は キ ー ト ッ プ ３ ３ ｚ ａ と 同 様 に 押 圧 さ れ る 前 の 状 態 に 戻 る
。 弾 性 接 片 ３ ３ ｚ ｃ と 固 定 接 片 ３ ３ ｚ ｄ と は 非 接 触 と な る た め 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｚ は 非
導 通 状 態 （ オ フ の 状 態 ） に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 述 の 通 り 、 メ カ ニ カ ル ス イ ッ チ は 部 品 点 数 を 多 く 必 要 と す る た め 、 コ ス ト が 高 く な る こ
と 、 重 量 が 重 く な る こ と 等 の デ メ リ ッ ト が あ る 。 術 者 は 検 査 中 、 常 に 電 子 ス コ ー プ を 把 持
し て い る 。 電 子 ス コ ー プ の 操 作 ス イ ッ チ 部 を 多 数 の メ カ ニ カ ル ス イ ッ チ で 構 成 し た 場 合 、
電 子 ス コ ー プ の 重 量 の 肥 大 化 を 招 い て し ま う た め 、 術 者 の 負 担 が 多 く な る と い う 問 題 点 が
あ っ た 。 ま た メ カ ニ カ ル ス イ ッ チ の 場 合 、 把 持 可 能 な 大 き さ の 操 作 部 で は 、 配 設 で き る ス
イ ッ チ の 数 や 配 置 等 の 自 由 度 が 低 い 。 そ の た め 、 ス イ ッ チ の 数 の 制 約 、 ス イ ッ チ の 配 置 に
よ っ て は 術 者 が 操 作 性 に 不 満 を 感 じ る こ と も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
そ こ で 本 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み 、 電 子 ス コ ー プ の 操 作 ス イ ッ チ 部 を 軽 量 化 す る こ と で 、
電 子 ス コ ー プ の 軽 量 化 を 図 る こ と を 目 的 と し て い る 。 さ ら に 本 発 明 は 、 軽 量 化 を 図 り つ つ
も 、 安 価 で か つ 操 作 性 の 良 い 操 作 ス イ ッ チ 部 を 備 え た 電 子 ス コ ー プ を 有 す る 電 子 内 視 鏡 装
置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の た め 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 電 子 内 視 鏡 装 置 を 操 作 す る た め の 操 作 部
を 備 え た 電 子 ス コ ー プ と 、 電 子 ス コ ー プ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る プ ロ セ ッ サ と を 備 え た 電 子
内 視 鏡 装 置 に お い て 、 操 作 部 は 所 定 の 位 置 に 設 け ら れ た 複 数 の シ ー ト 状 ス イ ッ チ 部 を 有 し
、 複 数 の ス イ ッ チ 部 の 各 々 に 、 電 子 内 視 鏡 装 置 を 操 作 す る た め の 機 能 が 設 定 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う に 操 作 部 を 構 成 す る こ と に よ り 、 電 子 ス コ ー プ の 軽 量 化 を 図 る
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こ と が で き る 。 そ の た め 、 術 者 の 負 担 が 軽 減 す る 。 ま た 、 コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と も で き
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 複 数 の シ ー ト 状 ス イ ッ チ 部 の 各 々 に 対 応 し て 点 灯 手
段 が 設 け ら れ 、 複 数 の シ ー ト 状 ス イ ッ チ 部 の 各 々 が 操 作 さ れ る と 操 作 さ れ た ス イ ッ チ 部 に
対 応 し た 点 灯 手 段 が 点 灯 す る よ う 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う に ス イ ッ チ
部 を 構 成 す る こ と に よ り 、 目 視 に よ る 操 作 状 態 の 確 認 が で き る た め 、 誤 操 作 を 防 止 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 電 子 内 視 鏡 装 置 を 操 作 す る た め の 操 作 部 を 備 え た 電
子 ス コ ー プ と 、 電 子 ス コ ー プ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る プ ロ セ ッ サ と を 備 え た 電 子 内 視 鏡 装 置
に お い て 、 操 作 部 は 所 定 の 位 置 に ス イ ッ チ 領 域 を 有 し 、 ス イ ッ チ 領 域 内 に お い て 、 任 意 の
数 の ス イ ッ チ 部 を 任 意 の 位 置 に 設 定 す る こ と が 可 能 で あ り 、 任 意 の 数 の ス イ ッ チ 部 に 、 電
子 内 視 鏡 装 置 を 操 作 す る た め の 機 能 が 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う に 操 作
部 を 構 成 す る こ と に よ り 、 任 意 の 数 の ス イ ッ チ 部 を 任 意 の 位 置 に 設 定 す る こ と が で き る た
め 、 操 作 性 を 向 上 さ せ た 電 子 内 視 鏡 装 置 が 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 ス イ ッ チ 部 の 各 々 に 対 し 、 複 数 の 操 作 機 能 の 任 意 の
も の を 割 り 当 て る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う に 電 子 内 視 鏡 装 置 を 構 成
す る こ と に よ り 、 任 意 の 機 能 を ス イ ッ チ 部 の 各 々 に 設 定 す る こ と が で き る た め 、 操 作 性 を
向 上 さ せ た 電 子 内 視 鏡 装 置 が 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 同 一 の 操 作 機 能 を 、 異 な る ス イ ッ チ 部 に 割 り 当 て る
事 が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う に 電 子 内 視 鏡 装 置 を 構 成 す る こ と に よ り 、 術
者 の 手 や 指 等 の 大 き さ に 対 応 し て 、 あ る 機 能 を 有 す る ス イ ッ チ を 、 術 者 が 操 作 し や す い 領
域 に 任 意 に 割 り 当 て る こ と が で き る 。 そ の た め 、 術 者 が 操 作 ミ ス す る 可 能 性 が 低 く な り 、
誤 操 作 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 異 な る 機 能 が 割 り 当 て ら れ た 少 な く と も ２ つ の ス イ
ッ チ 部 が 操 作 さ れ た 場 合 に は 、 異 な る 機 能 の い ず れ も 実 行 さ れ な い こ と を 特 徴 と す る 。 こ
の よ う に 電 子 内 視 鏡 装 置 を 構 成 す る こ と に よ り 、 術 者 が 誤 っ て 異 な る 機 能 が 割 り 当 て ら れ
た 複 数 の ス イ ッ チ 部 を 操 作 し た 場 合 で も 、 そ の い ず れ の ス イ ッ チ 部 の 機 能 も 実 行 さ れ な い
た め 、 誤 操 作 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 複 数 の 操 作 機 能 は 、 電 子 内 視 鏡 の 操 作 を ロ ッ ク す る
機 能 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の よ う に 電 子 内 視 鏡 装 置 を 構 成 す る こ と に よ り 、 該 機
能 が 実 行 さ れ て い る 時 は 、 術 者 が 誤 っ て ス イ ッ チ 部 を 操 作 し た 場 合 で も 、 操 作 さ れ た 機 能
は ロ ッ ク さ れ て い る た め 、 誤 操 作 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 ４ は 、 本 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 概 略 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 電 子 内 視 鏡 装 置
１ ０ ０ は 、 電 子 ス コ ー プ １ ０ ０ ａ と 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ０ ｂ と 、 モ ニ タ １ ０ ０ ｃ と 、 キ ー ボ
ー ド １ ０ ０ ｄ を 有 す る 。 電 子 ス コ ー プ １ ０ ０ ａ は 、 先 端 に Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ ０ を 備 え る 。 さ ら に
電 子 ス コ ー プ １ ０ ０ ａ は 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５ ０ と 、 操 作 部 ３ ０ と 、 操 作 部 ３ ０ か ら の 信 号
を 受 信 す る Ｃ Ｐ Ｕ １ ８ ０ と 、 メ モ リ １ ８ １ と を 有 す る 。 プ ロ セ ッ サ １ ０ ０ ｂ は 、 メ イ ン 制
御 部 １ ２ ０ と 、 光 源 部 １ ３ ０ と 、 画 像 処 理 回 路 １ ４ ０ と 、 フ ロ ン ト パ ネ ル １ ７ ０ と を 有 し
て お り 、 そ の ほ か プ リ ン タ 等 の 外 部 記 録 装 置 が 接 続 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ は 、 第 １ の 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ に お け る 、 操 作 部 ３ ０ に 操 作 手 段 ３ １ を
備 え た 電 子 ス コ ー プ １ ０ ０ ａ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 電 子 ス コ ー プ １ ０ ０ ａ に お い
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て 、 図 １ で 示 す 従 来 の 電 子 ス コ ー プ １ ０ ０ ｚ ａ と 同 一 の 構 成 に は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て こ
こ で の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 電 子 ス コ ー プ １ ０ ０ ａ は 、 複 数 の 操 作 ス イ ッ チ 部 を 有 す る
。 第 １ の 実 施 形 態 に お い て は 、 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 操 作 手 段 ３ １ は ３ つ の 操 作 ス イ
ッ チ 部 ３ ２ ａ ～ ３ ２ ｃ を 有 す る 。 第 １ の 実 施 形 態 の 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ａ ～ ３ ２ ｃ は 、 シ
ー ト ス イ ッ チ で 構 成 さ れ て い る 。 シ ー ト ス イ ッ チ は 後 述 す る 様 に 、 軽 量 な 構 成 と す る こ と
が で き 、 か つ 配 設 可 能 な ス イ ッ チ の 数 や 配 置 の 自 由 度 が メ カ ニ カ ル ス イ ッ チ と 比 べ る と 高
い 。 こ こ で は 、 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ａ ～ ３ ２ ｃ で は 、 従 来 と 同 様 に モ ニ タ 画 面 上 に 表 示 す
る 内 視 鏡 画 像 の 静 止 化 （ フ リ ー ズ ） 、 静 止 画 像 の ビ デ オ プ リ ン タ に よ る 印 刷 、 動 画 像 の ビ
デ オ 録 画 、 照 明 光 量 の 調 節 及 び 色 調 調 整 等 の 操 作 を 行 う も の と す る 。 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２
ａ ～ ３ ２ ｃ か ら は 互 い に 独 立 し た 信 号 ケ ー ブ ル が 延 出 し 、 各 ケ ー ブ ル は Ｃ Ｐ Ｕ １ ８ ０ の ポ
ー ト Ｐ １ ～ Ｐ ３ に 接 続 さ れ る 。 （ 図 ４ 参 照 ）
【 ０ ０ １ ９ 】
電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ は 、 上 述 し た 静 止 画 像 表 示 、 静 止 画 像 の 印 刷 、 動 画 像 の 録 画 、 照 明
光 量 の 調 節 及 び 色 調 調 整 等 の 複 数 の 機 能 を 有 す る 。 こ れ ら の 機 能 は 、 す べ て フ ロ ン ト パ ネ
ル １ ７ ０ で 操 作 す る こ と が で き る 。 ま た 内 視 鏡 観 察 前 に 、 術 者 は キ ー ボ ー ド １ ０ ０ ｄ 等 の
外 部 入 力 手 段 を 用 い て 、 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ａ ～ ３ ２ ｃ に 対 し て 上 記 複 数 の 機 能 の 中 、 任
意 の 機 能 （ 例 え ば 、 該 術 者 に と っ て 使 用 頻 度 の 高 い 機 能 ） を 割 り 当 て る こ と が で き る 。 こ
れ に よ り 、 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ａ ～ ３ ２ ｃ に 割 り 当 て ら れ た 機 能 に 関 し て は 、 電 子 ス コ ー
プ １ ０ ０ ａ か ら も 操 作 で き る よ う に し 、 術 者 の 操 作 性 の 向 上 を 図 っ て い る 。 な お 、 操 作 ス
イ ッ チ 部 ３ ２ ａ ～ ３ ２ ｃ に 割 り 当 て ら れ た 機 能 は 、 機 能 デ ー タ と し て メ モ リ １ ８ １ に 記 憶
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
術 者 は 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ａ ～ ３ ２ ｃ に 対 し て 、 任 意 の 機 能 を 割 り 当 て る こ と が で き る た
め 、 隣 接 す る 操 作 ス イ ッ チ 部 に 同 一 の 機 能 を 割 り 当 て る こ と が で き る 。 つ ま り 、 術 者 の 手
や 指 等 操 作 ス イ ッ チ 部 を 操 作 す る 部 位 の 大 き さ に 対 応 し て 、 あ る 機 能 を 有 す る ス イ ッ チ を
、 術 者 が 押 し 易 い 領 域 に 任 意 に 変 え る こ と が で き る 。 そ の た め 、 操 作 性 が 向 上 し 、 術 者 が
操 作 ミ ス す る 可 能 性 が よ り 低 く な る た め 、 誤 操 作 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 術 者 は 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ａ ～ ３ ２ ｃ の い ず れ か に 、 そ れ ら の ス イ ッ チ を 操 作 し て
も 、 操 作 さ れ た 機 能 が 実 行 さ れ な い よ う に 、 操 作 ス イ ッ チ 部 を ロ ッ ク す る 機 能 を 割 り 当 て
る こ と が で き る 。 こ の 機 能 が 実 行 さ れ て い る 時 、 術 者 が 誤 っ て 操 作 ス イ ッ チ 部 を 操 作 し た
場 合 で も 、 操 作 さ れ た 機 能 は 実 行 さ れ な い た め 、 術 者 の 操 作 ミ ス を 防 止 す る こ と が で き る
。 こ の 機 能 が オ フ の と き は 、 こ の 機 能 が 割 り 当 て ら れ た ス イ ッ チ を ２ 回 押 す 、 ま た は そ の
ス イ ッ チ を あ る 一 定 時 間 押 し 続 け る と ス イ ッ チ が オ ン さ れ 、 操 作 ス イ ッ チ 部 に よ る 操 作 が
実 行 さ れ な い 状 態 に な る 。 こ の 機 能 が オ ン の と き は 、 オ ン す る と き と 同 様 の 操 作 を 行 う と
、 ス イ ッ チ が オ フ に な り 、 操 作 ス イ ッ チ 部 の ロ ッ ク が 解 除 さ れ 、 操 作 ス イ ッ チ 部 に よ る 操
作 が 実 行 で き る 状 態 に な る 。 ま た 、 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ａ ま た は 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｃ 等
の 操 作 手 段 ３ １ の 端 部 に 配 設 さ れ た 、 操 作 ス イ ッ チ 部 に こ の 機 能 を 割 り 当 て る こ と で 、 よ
り 術 者 の 操 作 ミ ス を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ま た 、 操 作 部 ３ ０ は 、 異 な る 機 能 が 割 り 当 て ら れ た 複 数 の 操 作 ス イ ッ チ 部 が 同 時 に オ ン さ
れ る と 、 オ ン さ れ た 複 数 の 操 作 ス イ ッ チ 部 の い ず れ の 機 能 も 実 行 さ れ な い よ う 構 成 さ れ て
い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ８ ０ が オ ン さ れ た ス イ ッ チ が １ つ か ど う か 判 定 し 、 オ ン
さ れ た ス イ ッ チ が １ つ の 場 合 は 、 オ ン さ れ た ス イ ッ チ の 機 能 を 実 行 す る 。 オ ン さ れ た ス イ
ッ チ が １ つ で な い 場 合 、 つ ま り 、 オ ン さ れ た ス イ ッ チ が 複 数 の 場 合 、 そ の い ず れ の 機 能 も
実 行 し な い よ う 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に Ｃ Ｐ Ｕ １ ８ ０ を 構 成 す る こ と に よ り 、 術 者 が
複 数 の 操 作 ス イ ッ チ 部 を 誤 っ て 押 し た 場 合 に 、 そ れ ら の 機 能 は 実 行 さ れ な い た め 、 誤 操 作
を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ を 使 用 す る と 観 察 部 位 は 次 の よ う に し て 撮 像 さ れ る 。 な お 後 述 す る
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よ う に 、 術 者 は 観 察 時 に 必 要 に 応 じ て 、 手 元 に あ る 電 子 ス コ ー プ １ ０ ０ ａ の 操 作 部 ３ ０ を
操 作 す る 。 メ イ ン 制 御 部 １ ２ ０ は 、 術 者 の こ れ ら 操 作 に 対 応 し た 装 置 全 体 の 機 能 制 御 を 行
う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
メ イ ン 制 御 部 １ ２ ０ は 、 観 察 部 位 を 照 明 す る た め に 光 源 部 １ ３ ０ の 発 光 制 御 を す る 。 メ イ
ン 制 御 部 １ ２ ０ の 制 御 に 基 づ い て 、 光 源 部 １ ３ ０ か ら 照 射 さ れ る 光 は 、 ラ イ ト ガ イ ド １ ５
０ 内 を 導 か れ 、 ラ イ ト ガ イ ド 先 端 １ ５ ０ ａ か ら 体 腔 内 に 照 射 さ れ る 。 体 腔 内 が 照 明 さ れ て
い る 間 、 電 子 ス コ ー プ １ ０ ０ ａ 先 端 に 備 え ら れ て い る Ｃ Ｃ Ｄ １ ６ ０ は 、 体 腔 内 か ら の 反 射
光 に よ り 受 光 面 に 形 成 さ れ た 光 学 像 に 対 応 す る 電 荷 を 蓄 積 し 、 画 像 処 理 回 路 １ ４ ０ に 画 像
信 号 と し て 出 力 す る 。 画 像 処 理 回 路 １ ４ ０ は 、 入 力 さ れ た 画 像 信 号 に 対 し て 所 定 の 処 理 を
行 い 一 旦 画 像 メ モ リ （ 不 図 示 ） に 格 納 し た 後 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で 読 み 出 し て ビ デ オ 信 号
に 変 換 し て モ ニ タ １ ０ ０ ｃ に 出 力 す る 。 モ ニ タ １ ０ ０ ｃ は 、 画 像 信 号 に 対 応 す る 画 像 を 表
示 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ５ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に お け る シ ー ト ス イ ッ チ で 構 成 さ れ た 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ の 構 成
を 示 す 図 で あ る 。 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ は 、 表 面 シ ー ト ３ ３ ａ と 、 上 部 電 極 シ ー ト ３ ３ ｂ と
、 ス ペ ー サ ３ ３ ｃ と 、 下 部 電 極 シ ー ト ３ ３ ｄ と 、 裏 面 粘 着 シ ー ト ３ ３ ｅ と か ら 構 成 さ れ る
。 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ は 、 図 ５ に 示 す 順 で 各 シ ー ト が 貼 り 合 わ さ れ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
術 者 に よ り 表 面 を 保 護 す る た め の 表 面 シ ー ト ３ ３ ａ が 押 圧 さ れ る と 、 上 部 電 極 シ ー ト ３ ３
ｂ も 同 様 に 押 圧 さ れ る 。 上 部 電 極 シ ー ト ３ ３ ｂ は 、 フ ィ ル ム 上 に 導 電 性 の カ ー ボ ン パ タ ー
ン ３ ３ ｆ が 印 刷 さ れ た シ ー ト で あ る 。 術 者 に 押 圧 さ れ る こ と に よ り 、 カ ー ボ ン パ タ ー ン ３
３ ｆ が 、 下 部 電 極 シ ー ト ３ ３ ｄ 上 に 印 刷 さ れ た 導 電 性 の カ ー ボ ン パ タ ー ン ３ ３ ｇ と 接 触 す
る 。 カ ー ボ ン パ タ ー ン ３ ３ ｆ と カ ー ボ ン パ タ ー ン ３ ３ ｇ と が 接 触 す る と 、 操 作 ス イ ッ チ 部
３ ２ は 導 通 状 態 （ オ ン の 状 態 ） と な る 。 術 者 が 表 面 シ ー ト ３ ３ ａ を 押 圧 中 止 に す る と 、 カ
ー ボ ン パ タ ー ン ３ ３ ｆ と カ ー ボ ン パ タ ー ン ３ ３ ｇ と が 非 接 触 と な る た め 、 操 作 ス イ ッ チ 部
３ ２ は 非 導 通 状 態 （ オ フ の 状 態 ） に な る 。 ス ペ ー サ ３ ３ ｃ は 、 上 部 電 極 シ ー ト ３ ３ ｂ と 下
部 電 極 シ ー ト ３ ３ ｄ と の 間 に 設 け ら れ 、 カ ー ボ ン パ タ ー ン ３ ３ ｆ と カ ー ボ ン パ タ ー ン ３ ３
ｇ と の 接 点 部 以 外 の 上 部 電 極 シ ー ト ３ ３ ｂ の パ タ ー ン と 下 部 電 極 シ ー ト ３ ３ ｄ の パ タ ー ン
と を 絶 縁 す る よ う な 形 状 を 有 す る 。 ま た 、 裏 面 粘 着 シ ー ト ３ ３ ｅ は 、 粘 着 性 を 有 す る シ ー
ト で あ り 、 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ は 、 操 作 部 ３ ０ を 形 成 す る 筐 体 に 貼 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 シ ー ト ス イ ッ チ は 上 記 の 構 成 に 限 ら ず 、 種 々 の シ ー ト 状 の 構 成 を 有 す る ス イ ッ チ や
セ ン サ 、 例 え ば タ ッ チ パ ネ ル な ど を 代 替 と し て 用 い る 事 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 操 作 部 ３ ０ を 用 い た 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ の 機 能 操 作 に つ い て 詳 説 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ６ は 、 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ａ ～ ３ ２ ｃ が オ ン さ れ た 時 の 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
内 視 鏡 観 察 中 に 、 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ａ ～ ３ ２ ｃ が オ ン さ れ る と （ Ｓ １ ） 、 オ ン さ れ た ス
イ ッ チ の 信 号 ケ ー ブ ル を 介 し て 所 定 の 電 気 信 号 が Ｃ Ｐ Ｕ １ ８ ０ に 送 信 さ れ 、 そ れ ぞ れ 異 な
る ポ ー ト Ｐ １ ～ Ｐ ３ の う ち の オ ン さ れ た ス イ ッ チ に 対 応 す る ポ ー ト に 入 力 さ れ る 。 本 実 施
形 態 で は 、 各 ポ ー ト へ 送 信 さ れ る 電 気 信 号 は デ ジ タ ル 信 号 で あ り 、 入 力 さ れ る 電 気 信 号 は
、 “ Ｈ ” 又 は “ Ｌ ” の ど ち ら か の レ ベ ル と な る 。 例 え ば 、 あ る ス イ ッ チ が オ フ で あ れ ば 該
ス イ ッ チ に 対 応 し た ポ ー ト の 入 力 電 気 信 号 は “ Ｈ ” レ ベ ル 、 オ ン で あ れ ば “ Ｌ ” レ ベ ル と
な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
Ｃ Ｐ Ｕ １ ８ ０ は 、 ど の ポ ー ト に ど の よ う な 電 気 信 号 が 入 力 し た か に よ っ て 、 操 作 ス イ ッ チ
部 ３ ２ ａ ～ ３ ２ ｃ の う ち 、 ど の ス イ ッ チ が オ ン さ れ た か を 判 断 す る （ Ｓ ２ ） 。 さ ら に Ｃ Ｐ
Ｕ １ ８ ０ は 、 オ ン さ れ た ス イ ッ チ が １ つ か ど う か 判 定 し （ Ｓ ３ ） 、 オ ン さ れ た ス イ ッ チ が
１ つ の 場 合 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ８ ０ は 、 オ ン さ れ た ス イ ッ チ に 対 応 す る 機 能 デ ー タ を メ モ リ １ ８ １
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か ら 読 み 出 し て 、 オ ン さ れ た ス イ ッ チ に 割 り 当 て ら れ た 機 能 に 関 す る 制 御 信 号 を 生 成 す る
（ Ｓ ４ ） 。 オ ン さ れ た ス イ ッ チ が １ つ で な い 場 合 、 例 え ば 、 複 数 の ス イ ッ チ が 押 さ れ た 場
合 に は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ８ ０ は 、 オ ン さ れ た ス イ ッ チ に 対 応 す る 機 能 デ ー タ を メ モ リ １ ８ １ か ら
読 み 出 さ な い 。 つ ま り 、 オ ン さ れ た ス イ ッ チ の い ず れ の 機 能 も 実 行 さ れ な い （ Ｓ ４ １ ） 。
生 成 さ れ た 制 御 信 号 は 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ０ ｂ の メ イ ン 制 御 部 １ ２ ０ に 送 信 さ れ る （ Ｓ ５ ）
。 生 成 さ れ る 制 御 信 号 と し て は 、 オ ン さ れ た 操 作 ス イ ッ チ 部 に 割 り 当 て ら れ た 機 能 を 実 行
さ せ る た め の 所 定 の コ ー ド で よ い 。 そ の コ ー ド に 基 づ き 、 電 子 内 視 鏡 装 置 は 静 止 画 像 表 示
等 の 所 定 の 動 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 ７ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る シ ー ト ス イ ッ チ で 構 成 さ れ た 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｗ の 構
成 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｗ に お い て 、 図 ５ で 示 す 第 １ の 実 施 形 態 の
操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ と 同 一 の 構 成 に は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て こ こ で の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す
る 。 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｗ は 、 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ の 構 成 に 加 え て 、 Ｌ Ｅ Ｄ 用 ス ペ ー サ ３
３ ｈ と 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ ３ ｉ と 、 Ｌ Ｅ Ｄ 用 シ ー ト ３ ３ ｊ と か ら 構 成 さ れ る 。 操 作 ス イ ッ チ
部 ３ ２ ｗ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 各 シ ー ト が 貼 り 合 わ さ れ て 構 成 さ れ る 。 な お 、 表 面 シ ー ト
３ ３ ａ の 少 な く と も Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ ３ ｉ に 対 応 し た 部 分 は 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ ３ ｉ の 点 灯 光
を 透 過 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は 、 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｗ が オ ン さ れ る と 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ ３ ｉ
は オ ン 状 態 と な り 、 点 灯 す る 。 ま た 、 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｗ が オ フ に さ れ る と 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ
ッ プ ３ ３ ｉ は オ フ 状 態 と な り 、 消 灯 す る 。 Ｌ Ｅ Ｄ 用 シ ー ト ３ ３ ｊ は 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ ３ ｉ
を オ ン ・ オ フ 状 態 に さ せ る た め の パ タ ー ン が 引 か れ た シ ー ト で あ る 。 Ｌ Ｅ Ｄ 用 ス ペ ー サ ３
３ ｈ は 、 下 部 電 極 シ ー ト ３ ３ ｄ と Ｌ Ｅ Ｄ 用 シ ー ト ３ ３ ｊ と を 絶 縁 す る よ う に 貼 り 合 わ せ ら
れ て い る 。 さ ら に 、 Ｌ Ｅ Ｄ 用 ス ペ ー サ ３ ３ ｈ は 、 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｗ が 押 圧 状 態 に お い
て も 、 表 面 シ ー ト ３ ３ ａ と Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ ３ ｉ と が 当 接 し な い よ う な 厚 み を 有 す る 。 以 上
の 構 成 に よ り 、 Ｌ Ｅ Ｄ チ ッ プ ３ ３ ｉ の 点 灯 状 態 ・ 非 点 灯 状 態 に 基 づ い て 目 視 に よ る 操 作 ス
イ ッ チ 部 ３ ２ ｗ の 操 作 状 態 の 確 認 が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ８ （ Ａ ） は 、 第 ３ の 実 施 形 態 に お け る 操 作 部 ３ ０ ｘ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 操 作
部 ３ ０ ｘ に お い て 、 図 １ で 示 す 操 作 部 ３ ０ ｚ と 同 一 の 構 成 に は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て こ こ
で の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 操 作 部 ３ ０ ｘ は 、 操 作 手 段 ３ １ ｘ を 有 す る 。 図 ８ （ Ｂ ） に 示
す よ う に 操 作 手 段 ３ １ ｘ は 、 ｎ 個 の ス イ ッ チ セ グ メ ン ト ３ ４ ｘ １ ～ ３ ４ ｘ ｎ を 有 す る 。 操
作 手 段 ３ １ ｘ に は 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 に 任 意 の 機 能 を 割 り 当 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
術 者 は 、 ス イ ッ チ セ グ メ ン ト ３ ４ ｘ １ ～ ３ ４ ｘ ｎ に 対 し て 、 任 意 の 機 能 を 割 り 当 て る こ と
が で き る 。 第 ３ の 実 施 形 態 で は 、 任 意 の 位 置 の １ つ の ス イ ッ チ セ グ メ ン ト あ る い は 隣 接 し
た 複 数 の ス イ ッ チ セ グ メ ン ト に 同 一 の 機 能 を 割 り 当 て る こ と に よ り 、 １ つ の 操 作 ス イ ッ チ
部 を 形 成 し て い る 。 図 ８ （ Ｃ ） の 例 で は 、 操 作 手 段 ３ １ ｘ に 複 数 の 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｘ

１ ～ ３ ２ ｘ ４ が 割 り 当 て ら れ て い る 。 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｘ １ 、 ３ ２ ｘ ４ は 、 １ つ の ス イ
ッ チ セ グ メ ン ト か ら 構 成 さ れ 、 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｘ ２ 、 ３ ２ ｘ ３ は 、 複 数 の ス イ ッ チ セ
グ メ ン ト か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 操 作 手 段 ３ １ ｘ を ス イ ッ チ セ グ メ ン ト ３ ４ ｘ

１ ～ ３ ４ ｘ ｎ で 構 成 す る こ と に よ り 、 術 者 は 、 操 作 手 段 ３ １ ｘ に 任 意 の 機 能 を 備 え た 操 作
ス イ ッ チ 部 を 、 任 意 の 数 、 位 置 、 形 状 で 割 り 振 る こ と が で き る 。 つ ま り 、 術 者 の 使 用 頻 度
の 高 い 機 能 を 有 す る 操 作 ス イ ッ チ 部 を 、 術 者 の 手 や 指 等 の 大 き さ に 対 応 し て 、 術 者 が 押 し
易 い 領 域 に 任 意 に 配 置 す る こ と が で き る 。 ま た 、 複 数 の ス イ ッ チ セ グ メ ン ト か ら 構 成 さ れ
て い る 操 作 ス イ ッ チ 部 で は 、 少 な く と も 一 部 の ス イ ッ チ セ グ メ ン ト を オ ン す る こ と に よ り
、 割 り 当 て ら れ た 機 能 を 果 た す こ と が で き る 。 そ の た め 、 操 作 性 が 向 上 し 、 術 者 が 操 作 ミ
ス す る 可 能 性 が よ り 低 く な る た め 、 誤 操 作 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 術 者 は 任 意 の ス イ ッ チ セ グ メ ン ト ３ ４ ｘ １ ～ ３ ４ ｘ ｎ に よ り 構 成 さ れ た 操 作 ス イ ッ
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チ 部 の い ず れ か に 、 そ れ ら の 操 作 ス イ ッ チ を 操 作 し て も 、 操 作 さ れ た 機 能 が 実 行 さ れ な い
よ う に 、 操 作 ス イ ッ チ 部 を ロ ッ ク す る 機 能 を 割 り 当 て る こ と が で き る 。 こ の 機 能 が 実 行 さ
れ て い る 時 、 術 者 が 誤 っ て 操 作 ス イ ッ チ 部 を 操 作 し た 場 合 で も 、 操 作 さ れ た 機 能 は 実 行 さ
れ な い た め 、 術 者 の 操 作 ミ ス を 防 止 す る こ と が で き る 。 こ の 機 能 が オ フ の と き は 、 こ の 機
能 が 割 り 当 て ら れ た ス イ ッ チ を ２ 回 押 す 、 ま た は そ の ス イ ッ チ を あ る 一 定 時 間 押 し 続 け る
と ス イ ッ チ が オ ン さ れ 、 操 作 ス イ ッ チ 部 に よ る 操 作 が 実 行 さ れ な い 状 態 に な る 。 こ の 機 能
が オ ン の と き は 、 オ ン す る と き と 同 様 の 操 作 を 行 う と 、 ス イ ッ チ が オ フ に な り 、 操 作 ス イ
ッ チ 部 の ロ ッ ク が 解 除 さ れ 、 操 作 ス イ ッ チ 部 に よ る 操 作 が 実 行 で き る 状 態 に な る 。 ま た 、
図 ８ （ Ｃ ） の 例 に お い て は 、 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｘ １ ま た は 操 作 ス イ ッ チ 部 ３ ２ ｘ ４ 等 の
操 作 手 段 ３ １ ｘ の 端 部 に 配 設 さ れ た 、 操 作 ス イ ッ チ 部 に こ の 機 能 を 割 り 当 て る こ と で 、 よ
り 術 者 の 操 作 ミ ス を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
な お 、 第 ３ 実 施 形 態 に お い て は 、 操 作 部 ３ ０ ｘ は 、 異 な る 機 能 が 割 り 当 て ら れ た 複 数 の 操
作 ス イ ッ チ 部 が オ ン さ れ る と 、 オ ン さ れ た 複 数 の 操 作 ス イ ッ チ 部 の い ず れ の 機 能 も 実 行 さ
れ な い よ う 構 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ８ ０ が オ ン さ れ た ス イ ッ チ が １ つ
か ど う か 判 定 し 、 オ ン さ れ た ス イ ッ チ が １ つ の 場 合 は 、 オ ン さ れ た ス イ ッ チ の 機 能 を 実 行
す る 。 オ ン さ れ た ス イ ッ チ が １ つ で な い 場 合 、 つ ま り 、 オ ン さ れ た ス イ ッ チ が 複 数 の 場 合
、 そ の い ず れ の 機 能 も 実 行 し な い よ う 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に Ｃ Ｐ Ｕ １ ８ ０ を 構 成 す
る こ と に よ り 、 術 者 が 複 数 の 操 作 ス イ ッ チ 部 を 押 し た 場 合 に 、 そ れ ら の 機 能 は 実 行 さ れ な
い た め 、 誤 操 作 を 防 止 で き る 。 ま た 、 あ る 操 作 ス イ ッ チ 部 が 複 数 の ス イ ッ チ セ グ メ ン ト に
よ り 構 成 さ れ て い る 場 合 、 全 て の ス イ ッ チ セ グ メ ン ト が 押 さ れ な く て も 該 操 作 ス イ ッ チ 部
が 操 作 さ れ た と 判 定 す る 構 成 と す る こ と が で き る 。 あ る い は 、 逆 に 、 該 操 作 ス イ ッ チ 部 を
構 成 す る 全 て の ス イ ッ チ セ グ メ ン ト が 押 さ れ た 場 合 に の み 該 操 作 ス イ ッ チ 部 が 操 作 さ れ た
と 判 定 す る 構 成 と し て も 良 い 。 こ れ は 、 各 ス イ ッ チ の 機 能 や 安 全 性 な ど を 考 慮 の 上 、 ス イ
ッ チ 毎 に 設 定 す る 様 に し て も 良 い し 、 選 択 さ れ た 機 能 に 応 じ て 自 動 的 に 設 定 さ れ る 様 に し
て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 ９ （ Ａ ） は 、 第 ４ の 実 施 形 態 に お け る 操 作 部 ３ ０ ｙ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 操 作
部 ３ ０ ｙ に お い て 、 図 １ で 示 す 操 作 部 ３ ０ ｚ と 同 一 の 構 成 に は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て こ こ
で の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 操 作 部 ３ ０ ｙ は 、 操 作 手 段 ３ １ ｙ を 有 す る 。 図 ９ （ Ｂ ） に 示
す よ う に 操 作 手 段 ３ １ ｙ は 、 ｍ 個 × ｎ 個 の マ ト リ ク ス 状 に 配 設 さ れ た ス イ ッ チ セ グ メ ン ト
３ ４ ｙ １ １ ～ ３ ４ ｙ ｍ ｎ を 有 す る 。 操 作 手 段 ３ １ ｙ に は 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 に 任 意 の 機
能 を 割 り 当 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
術 者 は 、 ス イ ッ チ セ グ メ ン ト ３ ４ ｙ １ １ ～ ３ ４ ｙ ｍ ｎ に 対 し て 、 任 意 の 機 能 を 割 り 当 て る
こ と が で き る 。 第 ４ の 実 施 形 態 で は 、 任 意 の 位 置 の １ つ の ス イ ッ チ セ グ メ ン ト あ る い は 隣
接 し た 複 数 の ス イ ッ チ セ グ メ ン ト に 同 一 の 機 能 を 割 り 当 て る こ と に よ り 、 １ つ の 操 作 ス イ
ッ チ 部 を 形 成 し て い る 。 図 ８ （ Ｃ ） の 例 で は 、 操 作 手 段 ３ １ ｙ に 複 数 の 操 作 ス イ ッ チ 部 ３
２ ｙ １ ～ ３ ２ ｙ ５ が 割 り 当 て ら れ て い る 。 各 操 作 ス イ ッ チ 部 は 、 複 数 の ス イ ッ チ セ グ メ ン
ト か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 操 作 手 段 ３ １ ｙ を マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た ス イ ッ
チ セ グ メ ン ト ３ ４ ｙ １ １ ～ ３ ４ ｙ ｍ ｎ で 構 成 す る こ と に よ り 、 術 者 は 、 操 作 手 段 ３ １ ｙ に
任 意 の 機 能 を 備 え た 操 作 ス イ ッ チ 部 を 、 任 意 の 数 、 位 置 、 形 状 で 割 り 振 る こ と が で き る 。
ま た 、 第 ４ の 実 施 形 態 の 操 作 手 段 ３ １ ｙ は 、 ス イ ッ チ セ グ メ ン ト を マ ト リ ク ス 状 に 配 置 す
る こ と に よ り 操 作 ス イ ッ チ 部 を 形 成 し て い る の で 、 第 ３ の 実 施 形 態 の 操 作 手 段 ３ １ ｘ と 比
較 す る と 、 形 成 で き る 操 作 ス イ ッ チ 部 の 形 状 の 自 由 度 が よ り 高 く な る 。 そ の た め 、 操 作 性
が 向 上 し 、 術 者 が 操 作 ミ ス す る 可 能 性 が よ り 低 く な る た め 、 誤 操 作 を 防 止 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 第 ４ の 実 施 形 態 に お い て は 、 第 ３ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 操 作 ス イ ッ チ 部 を ロ ッ ク す
る 機 能 を 有 す る 。 ま た 、 異 な る 機 能 が 割 り 当 て ら れ た 複 数 の 操 作 ス イ ッ チ 部 が 押 さ れ る と
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、 押 さ れ た 複 数 の 操 作 ス イ ッ チ 部 の い ず れ の 機 能 も 実 行 さ れ な い よ う な 機 能 も 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
以 上 が 本 発 明 の 実 施 形 態 で あ る 。 本 発 明 は こ れ ら の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 様
々 な 範 囲 で 変 形 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
上 述 し た 機 能 は 、 す べ て 例 示 で あ る 。 つ ま り 電 子 内 視 鏡 装 置 １ ０ ０ に は 、 上 記 の 他 に も さ
ま ざ ま な 機 能 が あ り 、 ど の 機 能 を 各 操 作 ス イ ッ チ 部 に 割 り 当 て る こ と も 可 能 で あ る 。 ま た
、 操 作 手 段 を タ ッ チ パ ネ ル で 構 成 す る こ と も で き る 。 そ の 場 合 、 術 者 の 操 作 性 が 向 上 す る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
上 記 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て 、 各 操 作 ス イ ッ チ 部 に 割 り 当 て る 機 能 ご と に Ｌ Ｅ Ｄ の 発 光 の
色 を 変 え る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の よ う に ス イ ッ チ ご と に 色 を 変 え る こ と に よ り 、 術 者 は
選 択 し た ス イ ッ チ を 容 易 に 目 視 で 確 認 で き る た め 、 よ り 誤 操 作 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 上 記 実 施 形 態 の Ｃ Ｐ Ｕ １ ８ ０ は 、 所 定 の 電 気 信 号 が 入 力 し た ポ ー ト に よ っ て ど の ス イ
ッ チ が オ ン さ れ た か を 判 断 す る 構 成 で あ る と し て 説 明 を し た が 、 該 構 成 以 外 の 判 断 構 成 で
あ っ て も よ い 。 例 え ば 各 操 作 ス イ ッ チ 部 と メ イ ン 制 御 部 １ ２ ０ 間 を 一 本 の ケ ー ブ ル で 接 続
し 、 各 操 作 ス イ ッ チ 部 が オ ン さ れ る こ と に よ り 各 操 作 ス イ ッ チ 部 か ら 出 力 さ れ る 信 号 レ ベ
ル （ 直 流 電 圧 レ ベ ル ） を そ れ ぞ れ 異 な る 値 に 設 定 し て お く 。 そ し て 各 操 作 ス イ ッ チ 部 か ら
出 力 さ れ る 信 号 の レ ベ ル を 加 算 し た 後 、 単 一 の 信 号 線 に よ り プ ロ セ ッ サ １ ０ ０ ｂ に 送 信 す
る 。 メ イ ン 制 御 部 １ ２ ０ は 、 受 信 し た 信 号 の レ ベ ル を 確 認 す る こ と で ど の ス イ ッ チ が オ ン
さ れ た か を 判 断 す る 構 成 に し て も 良 い 。 こ の よ う な 構 成 に す る こ と に よ り 、 操 作 部 ３ ０ か
ら Ｃ Ｐ Ｕ １ ８ ０ を 収 納 す る 部 位 ま で を 連 結 す る 管 の 径 を 細 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
上 記 実 施 形 態 の よ う に 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ８ ０ お よ び メ モ リ １ ８ １ を 電 子 ス コ ー プ １ ０ ０ ａ 側 に 設
け て お く と 、 電 子 ス コ ー プ か ら の 指 示 に 従 っ て 所 定 の 処 理 を 行 う 既 存 の プ ロ セ ッ サ を 使 用
す る こ と が 可 能 に な る 。 こ こ で 、 Ｃ Ｐ Ｕ １ ８ ０ お よ び メ モ リ １ ８ １ は 、 プ ロ セ ッ サ １ ０ ０
ｂ 内 に 配 設 す る こ と も で き る 。 こ れ に よ り 、 オ ン さ れ た ス イ ッ チ に 対 応 す る 所 定 の 電 気 信
号 を プ ロ セ ッ サ に 直 接 伝 送 す る 既 存 の 電 子 ス コ ー プ を 使 用 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の よ う に 本 発 明 は 、 電 子 ス コ ー プ の 操 作 部 の 操 作 ス イ ッ チ 部 を シ ー ト ス イ ッ チ で 構 成 す
る こ と に よ り 、 電 子 ス コ ー プ の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。 そ の た め 、 術 者 の 負 担 が 軽 減
す る 。 ま た 、 操 作 ス イ ッ チ 部 の 数 や 配 置 の 自 由 度 が 高 く 、 術 者 の 操 作 性 が 向 上 す る 。 さ ら
に 、 コ ス ト ダ ウ ン を 図 る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 電 子 ス コ ー プ の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 電 子 ス コ ー プ に 使 用 さ れ る メ カ ニ カ ル ス イ ッ チ の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 の 電 子 ス コ ー プ の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 の 電 子 内 視 鏡 装 置 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 １ の 実 施 形 態 の 電 子 ス コ ー プ に 使 用 さ れ る シ ー ト ス イ ッ チ の 概 略 構 成 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 第 １ の 実 施 形 態 の Ｃ Ｐ Ｕ の 処 理 に 関 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 形 態 の 電 子 ス コ ー プ に 使 用 さ れ る シ ー ト ス イ ッ チ の 概 略 構 成 図 で あ る
。
【 図 ８ 】 第 ３ の 実 施 形 態 の 操 作 部 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ４ の 実 施 形 態 の 操 作 部 の 概 略 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
３ ０ 　 操 作 部
３ ２ ａ ～ ３ ２ ｃ 　 操 作 ス イ ッ チ 部

10

20

30

40

50

(9) JP 2004-41401 A 2004.2.12



１ ０ ０ 　 電 子 内 視 鏡 装 置
１ ０ ０ ａ 　 電 子 ス コ ー プ
１ ０ ０ ｂ 　 プ ロ セ ッ サ
１ ２ ０ 　 メ イ ン 制 御 部
１ ３ ０ 　 光 源 部
１ ４ ０ 　 画 像 処 理 回 路
１ ７ ０ 　 フ ロ ン ト パ ネ ル
１ ８ ０ 　 Ｃ Ｐ Ｕ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

(12) JP 2004-41401 A 2004.2.12



フロントページの続き

Ｆターム(参考) 2H040 CA04  CA06  DA21  DA56  DA57  GA02
　　　　 　　  4C061 FF11  HH13  HH28  JJ17  NN10

(13) JP 2004-41401 A 2004.2.12



专利名称(译) 电子内视镜装置

公开(公告)号 JP2004041401A 公开(公告)日 2004-02-12

申请号 JP2002202269 申请日 2002-07-11

[标]申请(专利权)人(译) 旭光学工业株式会社

申请(专利权)人(译) 宾得株式会社

[标]发明人 飯田充
古谷勝彦
日比春彦

发明人 飯田 充
古谷 勝彦
日比 春彦

IPC分类号 G02B23/24 A61B1/00

FI分类号 A61B1/00.300.A G02B23/24.A A61B1/00.710 A61B1/00.711

F-TERM分类号 2H040/CA04 2H040/CA06 2H040/DA21 2H040/DA56 2H040/DA57 2H040/GA02 4C061/FF11 4C061
/HH13 4C061/HH28 4C061/JJ17 4C061/NN10 4C161/FF11 4C161/HH13 4C161/HH28 4C161/JJ17 
4C161/NN10

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种廉价且具有良好的可操作性的操作开关部，同时
减轻电子镜的操作镜部的重量。 在具有电子镜的电子内窥镜装置中，该
电子镜具有用于操作该电子内窥镜装置的操作部和与该电子镜电连接的
处理器，该操作部具有规定的位置。 具有多个片状的开关部，在多个开
关部的每一个中设置有用于操作电子内窥镜装置的功能。 [选择图]图3

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/8426b07d-c51d-4583-88fc-815448afe4f1
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/031708502/publication/JP2004041401A?q=JP2004041401A

